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はじめに
学習評価の改善の基本方針

① 児童の学習改善につながるものにしていくこと

② 教師の指導改善につながるものにしていくこと

③ これまで慣行として行われてきたことでも，
必要性・妥当性が認められないものは見直
していくこと

学校における働き方改革が喫緊の課題となっていることも踏まえ，
次の基本的な考え方に立って，学習評価を真に意味のあるものと
することが重要。



特別活動の「評価の観点」とその趣旨の設定例

観
点

よりよい生活を築くための
知識・技能

集団や社会の形成者としての
思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係を
よりよくしようとする態度

趣
旨

多様な他者と協働する様々な集団
活動の意義や，活動を行う上で必
要となることについて理解している。
自己の生活の充実・向上や自分らし
い生き方の実現に必要となることにつ
いて理解している。
よりよい生活を築くための話合い活動
の進め方，合意形成の図り方などの
技能を身に付けている。

所属する様々な集団や自己の生活
の充実・向上のため，問題を発見し，
解決方法について考え，話し合い，
合意形成を図ったり，意思決定をし
たりして実践している。

生活や社会，人間関係をよりよく築
くために，自主的に自己の役割や責
任を果たし，多様な他者と協働して
実践しようとしている。
主体的に自己の生き方についての考
えを深め，自己実現を図ろうとしてい
る。

改善等通知の別紙4の例示をもとに具体的に観点を定めた例

特別活動の特質と学校の創意工夫を生かすということから，各学校が評価の観点を定める



特別活動の「評価の観点」とその趣旨の設定例

観
点

集団や社会に参画するための
知識・技能

協働してよりよい生活や人間関係を
築くための思考・判断・表現

主体的に目標を立てて
共によりよく生きようとする態度

趣
旨

多様な他者と協働し，集団の中で
役割を果たすことの意義や，学級・
学校生活を向上する上で必要となる
ことを理解している。
よりよい生活づくりのための話合いの
手順や合意形成の図り方などの技
能を身に付けている。

多様な他者と協働して，よりよい生
活や人間関係を築くために，集団や
個の生活上の課題について話し合い，
合意形成を図ったり，意思決定した
りして実践している。

学級や学校の一員としてのこれまでの
自分を振り返り，なりたい自分に向
けて目標をもって努力し，他者と協
働してよりよく生きていこうとしている。

特別活動における資質・能力の視点（「人間関係形成」「社会参画」「自己実現」）をもとに
重点化を図った例



観
点

多様な他者と協働
するために必要な
知識・技能

集団や社会を
よりよくするための
思考・判断・表現

主体的に集団活動や生活を
よりよく

しようとする態度

趣
旨

学級・学校生活の充実のために
主体的に参画することの意義や，
そのための話合いの手順を理解
している。
学級会等における合意形成の
図り方などの技能を身に付けて
いる。

学級・学校生活の充実・向上の
ために課題を考え，話し合い，
集団としての解決方法を合意形
成を図って決定したり，自分の実
践目標を意思決定したりしている。

学級・学校の生活の改善・充
実を図るために，多様な他者
のよさを生かし，協働して実践
しようとしている。
なりたい自分を目指し，これま
での自分を振り返り，これから
の集団活動や生活に生かそう
としている。

社会参画に重点化を図った例

※「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 ｐ２９参照

特別活動の「評価の観点」とその趣旨の設定例



「内容のまとまりごとの評価規準」の作成
〔小学校特別活動における内容のまとまり〕
学級活動…（１）学級や学校における生活づくりへの参画

（２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全
（３）一人一人のキャリア形成と自己実現

児童会活動

クラブ活動

学校行事・・・（１）儀式的行事，（２）文化的行事，（３）健康安全・体育的行事，
（４）遠足・集団宿泊的行事，（５）勤労生産・奉仕的行事



「内容のまとまりごとの評価規準」作成の手順

学習指導要領の「各活動・学校行事の目標」及び学習指導要領解説で
例示した「各活動・学校行事における育成を目指す資質・能力」を参考に，
各学校において育成を目指す資質・能力を重点化して設定する。

観点ごとのポイントを踏まえ，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。



観点ごとの評価規準作成のポイント

○「知識・技能」のポイント
・「知識・技能」は，話合いや実践活動における意義の理解や基本的
な知識・技能の習得として捉える。

・学習指導要領解説における資質・能力の例に示されている内容の
意義を確認する。

・文末を「〜を理解している，〜を身に付けている」とする。



評価規準作成のポイント

○「思考・判断・表現」のポイント
・「思考・判断・表現」は，話合いや実践活動における，習得した基本的
な知識・技能を活用して課題を解決することと捉える。

・「表現」は，これまでと同様に言語による表現にとどまらず，行動も含んで
捉えることとする。

・文末を「〜している」とする。



評価規準作成のポイント

○「主体的に学習に取り組む態度」のポイント
・「主体的に学習に取り組む態度」は，自己のよさや可能性を発揮しながら，
主体的に取り組もうとする態度として捉える。

・目標をもって粘り強く話合いや実践活動に取り組み，自らの活動の調整を
行いながら改善しようとする態度を重視することから，「見通しをもったり振り
返ったりして」という表現を用いる。

・文末を「〜しようとしている」とする。



「内容のまとまりごとの評価規準」作成の手順
学級活動については，発達の段階に即し，低・中・高学年ごとに評価規準を作成す
ることが考えられる。

【学級活動 (1) 〔第1学年及び第２学年の例〕】
よりよい生活を

築くための知識・技能
集団や社会の形成者としての

思考・判断・表現
主体的に生活や人間関係を
よりよくしようとする態度

みんなで学級生活を楽しくするた
めに他者と協働して取り組むこと
の意義を理解している。
話合いの進め方に沿った意見の
発表の仕方や他者の意見の聞き
方を理解し，活動の方法を身に
付けている。

学級生活を楽しくするために，問
題を発見し，解決方法について
話合いの進め方に沿って合意形
成を図り，仲よく助け合って実践
している。

学級生活を楽しくするために，見
通しをもったり振り返ったりしながら，
自己の考えをもち，役割を意識
して集団活動に取り組もうとして
いる。



評価規準の作成と「目指す児童の姿」の設定

各活動・学校行事ごとの評価規準の作成

第2編を活用

「目指す児童の姿」を具体的に複数設定

1単位時間の指導計画



評価の手順
①指導と評価の計画の作成
・特別活動の全体計画及び各活動・学校行事ごとの指導と評価の計画を作成する。

②評価のための基礎資料の収集
・計画に基づいて，評価のための基礎資料を収集する。

③評価の実施
・収集した資料を各学校で定めた所定の手続きにしたがって多面的・総合的に判
断し，評価を行う。

④評価体制の改善
・評価結果を各学校における指導や評価体制の改善に
生かす。



評価する際の留意点

○評価体制を確立し，学校全体で共通理解を図る。

○児童のよさや可能性を多面的・総合的に評価する。
活動の結果だけでなく，活動の過程における児童の努力や意
欲などを積極的に認める。

○評価を通じて，教師が自己の指導の内容や方法，指導過程
等を振り返り，より効果的な指導が行えるように工夫改善を図
る。



評価体制の確立

主として学級担任が事前から事後の振り返りまでの児童の活動の様子から，積極的
によさや可能性を見取るようにする。

学級活動

児童会活動，クラブ活動，学校行事



児童指導要録への記入例〔年度当初：5年生の例〕



児童指導要録への記入例〔年度末：5年生の例〕



総合所見及び指導上参考となる諸事項への記載
小学校等における総合所見及び指導上参考となる諸事項については，児童の成長の状況を総合
的に捉えるため，以下の事項等を文章で箇条書き等により端的に記述すること。（以下略）

➀各教科や外国語活動，総合的な学習の時間の学習に関する所見
②特別活動に関する事実及び所見
③行動に関する所見 （以下略）

指導要録の「特別活動の記録」に○印を付けた具体
的な活動の状況等については，「総合所見及び指導
上参考となる諸事項」の欄に簡潔に記述することで，
評価の根拠を記録に残すことができます。



特別活動の事例の特徴
◇特別活動の事例の特徴
特別活動は，全校又は学年を単位として行う活動があり，また，学級担任以外
の教師が指導することもある。このため，本参考資料（特別活動編）においては，
学習指導要領に示された各活動・学校行事ごとに工夫例を交えながら評価の進め
方や留意点等について記述している。

○1単位時間や年間の指導と評価の計画を示している
本参考資料で提示する事例は，いずれも，各活動・学校行事における議題や題
材，活動の一つを例にとり，１単位時間の指導計画を示すとともに，「内容のまと
まりごとの評価規準」に即して，本時における「目指す児童の姿」の例を具体的に示
した。



特別活動の事例の特徴

○評価方法の工夫を示している
各活動・学校行事において，学級会ノートやワークシート，活動の振り返りなどを
活用した評価方法や補助簿を活用した評価方法などを資料として提示するなど，
特別活動の特質を踏まえ，評価方法の多様な工夫について示している。
特別活動は，全校又は学年を単位として行う活動があり，また，学級担任以

外の教師が指導することもある。そこで，学級担任と担当する教師との連携の在り
方についても示している。

また，事前から事後までの一連の学習過程を指導案の形で表し，「目指す児
童の姿」を本時の展開の中で具体的に示している。



特別活動の事例の特徴

〇総括する評価について示している
特別活動は，各教科のように観点ごとの評価（ABC）や評定はなく，指
導要録において，観点を踏まえて，各活動・学校行事ごとに児童の取組を
総括的に評価するものである。
学級活動については，学級活動（１）（２）（３）の各活動における評
価を総括する仕方など，評価を総括する例を示すとともに，学習カードを活
用した評価の工夫例や，年間を通じた評価結果を蓄積する工夫例について
も示している。



各事例の概要について（第3編）

事例１ 学級活動（１）の指導と評価の計画
から評価の総括まで
「がんばったね集会をしよう」（ア 学級や学校に
おける生活上の諸問題の解決）
第５学年の集会活動を議題とした話合い活

動や実践活動について1単位時間の指導計画
例（指導案例）を示すとともに，学級会ノート
を評価の参考とした工夫例を示した。また，年間
を通じて評価結果を蓄積する評価の工夫例につ
いても示した。

学級会ノートを活用した評価の工夫例



各事例の概要について（第3編）

事例２ 学級活動（２）の指導と評価の計画
から評価の総括まで
「見直そう！ゲームの時間」（ア 基本的な生活
習慣の形成）
第４学年「見直そう！ゲームの時間」を題材と
して，1単位時間の指導計画を示すとともに，
学習カードを評価の参考とした工夫例や，年間
を通じて評価結果を蓄積する工夫例を示した。

年間を通じて評価結果を蓄積する工夫例



各事例の概要について（第3編）

事例３ 学級活動（３）の指導と評価の計画
から評価の総括まで
「６年生に向けて」（ア 現在や将来に希望や
目標をもって生きる意欲や態度の形成）
第5学年「6年生に向けて」を題材として，1単
位時間の指導計画例を示すとともに，学習カー
ドや事前のアンケートを評価の参考とした工夫例
や年間を通じた評価結果を蓄積する工夫例を
示した。

事前のアンケートを活用した例



各事例の概要について（第3編）

◇「学級活動の（１）（２）（３）の評価を
総括して児童指導要録に○を付ける工夫例」
学級活動（１）（２）（３）を総括して児
童指導要録に○を付けるための
工夫例を示した。

補助簿をもとに学級活動全体を総括して評
価し、児童指導要録に〇を付ける方法の例



各事例の概要について（第3編）

事例４ 児童会活動の指導と評価の計画から
評価の総括まで
「保健委員会」
保健委員会の指導と評価の年間計画例と児
童会集会活動の指導計画例や，担当する教
師の補助簿や児童の活動記録を評価に活用す
る工夫例，担当する教師から学級担任へ伝え
る工夫例について示した。

保健委員会の年間指導計画例



各事例の概要について（第3編）

事例５ クラブ活動の指導と評価の計画から
評価の総括まで
「ダンスクラブ」
ダンスクラブを例に，指導と評価の年間指導計
画，クラブを楽しむ活動及びクラブ発表会の活
動の流れと目指す児童の姿や，教師の補助簿
やクラブ活動ノートを活用した指導と評価の工夫
例，担当する教師から学級担任へ伝える工夫
例について示した。

児童が作成するダンスクラブの
年間活動計画例



各事例の概要について（第3編）

事例６ 学校行事の指導と評価の計画から評
価の総括まで
「遠足・集団宿泊的行事」
学校行事の指導と評価の計画例を示すととも
に，遠足・集団宿泊的行事の「宿泊学習」の指
導計画例と，学習カードを活用した評価の工夫
例を示した。

学習カードを活用した評価の工夫例



各事例の概要について（第3編）

※資料（参考）
◇学級活動年間指導計画例
◇ 係活動の評価の工夫例
◇ 学級活動(1)における発達の段階に即した
活動形態別の評価規準例

◇ 学習過程の活動に即して評価の観点を
重点化した例

◇ 指導に生かす評価
◇ キャリア教育の充実を図る特別活動の実践

学級活動(1)における発達の段階に
即した活動形態別の評価規準例



学級活動（１）の本時の展開における教師の指導計画例

学習過程に即して評価の観点を重点化し，効
果的で効率的な評価となるようにする。
例えば，学級活動（１）の本時の活動にお
いては，児童同士の話合いを大切にしていること
から，【思考・判断・表現】の観点について重点
的に評価することが考えられる。
具体的な「目指す児童の姿」を複数設定し，
「十分満足できる活動の状況」であるかどうかを
的確に見取ることができるようにする。



学級活動（２）の本時の展開における教師の指導計画例

TTで行う場合は，指導上の留意点の
欄において，T１,T2の役割を明確に示
すことも考えられる。
また，題材を児童に分かる言葉に置き
換えて，本時のめあてとして示すことも
考えられる。



学級活動（２）の本時の展開における教師の指導計画例

話合いを生かして，自分に合った具体
的な目標を意思決定できるようにするこ
とから，【思考・判断・表現】の観点につ
いて重点的に評価することが考えられる。
具体的な「目指す児童の姿」を複数
設定し，「十分満足できる活動の状
況」であるかどうかを的確に見取ることが
できるようにする。



学習過程の活動に即して評価の観点を重点化した例



児童の委員会活動カードを参考にして評価する例

児童の委員会活動カード及び，委員
会活動カードを活用して，学級担任に
評価結果を伝える資料の例



学習カードを活用した評価例

学習カードを活用して，評価の参考
にすることも考えられる。



おわりに
児童が自信をもったり，意欲を高めたりすることにつながる評価となるようにする。

〇児童一人一人のよい点や進捗の状況などよさや可能性を積極的に評価する。

〇「十分満足できる活動の状況」とは「児童のどのような姿」を指すのかを検討し，学校
全体で共通理解を図る。

児童のよさや進歩の状況などをどのように捉えるかなどについ
て共通理解を図るとともに，教師相互の話合いや情報交
換を積極的に行うなど，学校全体で組織的，計画的に行
うことが大切である。



新学習指導要領に対応した学習評価
（小学校 特別活動）
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